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㸰㹃㸯㸲 

名ྂᒇ大学ࣜサーࢽ࣑ࢻ࢔࣭ࢳストࣞーࣙࢩン室における 

研究マネ࣓ࢪント⤌⧊࣭ᡓ␎のᵓ⠏とᑓ㛛ேᮦの⫱成࣭定╔ 

 

 
 ኳ野 ඃᏊ（名ྂᒇ大学）ۑ

 

 

 
はじめに 

 名ྂᒇ大学は、学術᠇❶において「๰㐀的な研究活動によって┿理を᥈究し、ୡ⏺ᒅᣦの知的成果を

産ࡳ出す」と述べているように、ࣀーベࣝ㈹ཷ㈹者 4名を㍮出するなどᇶ♏研究ࣞベࣝはᴟめて高いと

いえる。その一方で、⛉学研究㈝の᥇ᢥ㢠やእ㒊㈨金の⋓得㢠はከくなく、大ᆺプࣟࢡ࢙ࢪトへの᥇ᢥ

やそれらの研究௦表者となる研究者も少ない。加えて、実用໬に向けたトランスࣞーࣙࢩナ࣭ࣝࣜサー

 。トなどへの᥇ᢥも少ないことがㄢ㢟であるࢡ࢙ࢪプࣟ（TR）ࢳ

そこで、これらのㄢ㢟を解Ỵするために、文㒊⛉学┬「ࣜサーࢽ࣑ࢻ࢔࣭ࢳストࣞーター（URA）を

⫱成࣭確ಖするࢩステ࣒の整ഛ」1）事ᴗへの᥇ᢥをཷけ、平成 24 年 2 ᭶ 1 ᪥に名ྂᒇ大学ࣜサー࣭ࢳ

トの⏦ㄳ࣭᥇ᢥからその後のࢡ࢙ࢪン（URA）室が発㊊した。URA室は、研究プࣟࣙࢩストࣞーࢽ࣑ࢻ࢔

成果発ಙ、法的࣭೔理的ၥ㢟の解Ỵに関して、᪤Ꮡの研究支援⤌⧊である研究᥎進室や産学ᐁ連携᥎進

本㒊などと༠ຊしながら、⤫一࣭ᶓ᩿的に研究者を支援する。 

本発表では、URA 室の 1㸬研究㈝の⋓得支援、2㸬研究成果の発ಙ、3㸬法的࣭೔理的支援を୰ᚰに、

活動≧ἣを報࿌する。また URAの⫱成、さらには URA制度の定╔に向けた考察を行う。 

 

 

名ྂᒇ大学 URA室のྲྀり⤌ࡳ 

 名ྂᒇ大学における研究支援ᵓ᝿は、ḟ

の通りである。 

1㸬 大学の研究ᡓ␎にἢった大ᆺ研究プ

ト等のᡓ␎的な提᱌࣭実施のࢡ࢙ࢪࣟ

ための研究支援一㈏య制の整ഛ 

2㸬 URA 10名を᪂規㞠用し、᪤㞠用の URA

㢮ఝ⫋を含め⣙ 30 名య制の URA ⤌⧊

とし、᪤Ꮡ⤌⧊とᐦ᥋に連携 

3㸬 プࣟࢡ࢙ࢪト❧᱌࣭⏦ㄳから㐠Ⴀ管理、

フォࣟーࢵ࢔プ、研究成果発ಙまでの

⥲合的支援の実施 

4㸬 URA ⫱成࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒の策定、࢔ࢽࢩ

URA を活用した URA ⫱成ࢩステ࣒の整

ഛ、これらをᆅᇦ他大学等へᬑ及 

5㸬 事ᴗ⤊஢後の URA の⥅続的㞠用、一㈏

支援య制の⥅続 

 

名ྂᒇ大学における研究支援య制を図 1に示す。 

 URA室は、研究᥎進室、産学ᐁ連携᥎進本㒊、研究༠ຊ㒊などと連携し、ḟのᴗົを行っている。 

1㸬 研究㈝の⋓得支援 

2㸬 研究成果の発ಙ 

3㸬 法的࣭೔理的支援 

 

URA 室は、࢔ࢽࢩ URA 2名（ライフ࣭イࣀベーࣙࢩンᢸ当、もの࡙くりᢸ当 ྛ 1名）、࢔ࢽࣗࢪ URA 8

図 1 名ྂᒇ大学における研究支援య制 
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名（ライフ࣭ イࣀベーࣙࢩンᢸ当、

まち࡙くりᢸ当、ࡦと࡙くりᢸ当、

対እ的連携❆ཱྀ࣭出展ᴗົᢸ当、

サイエンス࣭ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン

ᢸ当、法的࣭೔理的支援ᢸ当 ྛ 1

名、ࣜࢢーン࣭イࣀベーࣙࢩンᢸ

当 2名）からなるయ制である。 

 

研究㈝の⋓得支援においては、

ライフ࣭イࣀベーࣙࢩン、ࣜࢢー

ン࣭ イࣀベーࣙࢩン、もの࡙くり、

、と࡙くり、まち࡙くりᢸ当URAがࡦ

それࡒれのᑓ㛛分野に応じた大ᆺ

研究プࣟࢡ࢙ࢪトの௻⏬提᱌、እ

㒊ᶵ関との連携、⏦ㄳ᭩のస成支

援などを行っている。 

研究成果の発ಙでは、名ྂᒇ大

学における研究成果をᗈく♫఍に

発ಙするとともに、ᕷẸ向けの࢔

࢘トࣜーࢳ活動のᯟ⤌ࡳをᵓ⠏し、

研究者に提供している。加えて、産ᴗ⏺へのᗈ報、ᢏ術⛣㌿やඹ同研究を積ᴟ的に᥎進する。 

法的࣭೔理的支援では、産学ᐁ連携᥎進本㒊Ᏻ全ಖ㞀㍺出管理スーࣃーバイࢨーと連携し、利┈相反

マネ࣓ࢪント、研究活動により生ずる成果≀の㍺出や␃学生のཷけ入れに関するᏳ全ಖ㞀㈠᫆管理、࢝

ࣝタ࣊ナ法にᇶ࡙く手続きなどについての法的࣭೔理的な支援を行っている（図 2）。 

 

平成 24年度（9᭶ 17᪥⌧ᅾ）における研究㈝の⋓得支援は、ಶேᆺでは、JST「さきがけ」、JST「研

究成果᭱適展開支援プࣟࢢラ࣒（A-STEP）FS ステーࢪ」、Ẹ間㈈ᅋ法ேの助成金など、ࢳー࣒࣭ᣐ点ᙧ

成ᆺでは、JSPS「WPI-Focus（ୡ⏺トࢵプࣞベࣝ研究ᣐ点プࣟࢢラ࣒）」、JSPS「༤ኈㄢ程ᩍ⫱ࣜーディ

ンࢢプࣟࢢラ࣒」、ཌປ┬「⮫ᗋ研究୰᰾ᣐ点⑓㝔整ഛ事ᴗ」、文⛉┬「ᶫΏし研究加㏿ネࢵト࣡ーࢡプ

ラ࣒ ᶫΏし研究支援ᣐ点」、その他経産┬やࢢࣟ NEDOの補助金など、⣙ 50のබເに対し支援を行って

いる。また支援ᴗົෆᐜも、බເ⏦ㄳ᭩స成やࣜ࢔ࣄンࢢ対策はもちろࢇのこと、研究調ᰝ࣭分析、プ

、ー࣒におけるᡓ␎఍㆟の開ദなどとከᒱにわたる。さらにࢳ、のᙧ成ࢡト࣡ーࢵー࣒やネࢳトࢡ࢙ࢪࣟ

᥇ᢥ後においても、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、᪂たな➇த的㈨金の⋓得、ඹ同研究ዎ⣙⥾結の支援、知

㈈管理支援、ᢏ術⛣㌿支援などを行っている。 

 URA の⫱成については、平成 24 年度にᇶ♏ㅮᗙとして 25 ㅮᗙ、୰࣭上⣭ㅮᗙとして知㈈やᨻ策など

OJT を୰ᚰに 6 ㅮᗙを開ദする。これらのᩍ⫱プࣟࢢラ࣒は、ࡦと࡙くりᢸ当 URA が௻⏬࣭㐠Ⴀしてい

る。 

またᗈ報活動では、研究成果について BIO Japan 2012 や୰㒊ᆅ༊་⒪࣭バイ࢜⣔ࢩーࢬ発表఍への

出展支援を行っており、その他にも名大࢝フ࢙（ẖ᭶開ദ）、サイエンスフ࢙スティバࣝなどᕷẸ向け

の参加ᆺイベントをከ数開ദしている。このように㠀ᖖに特徴のあるࣘࢽーࢡな活動も行っている。 

 

 

࣓ディ࢝ࣝࣜサーࢽ࣑ࢻ࢔࣭ࢳストࣞーター（medURA）のྲྀり⤌ࡳ 

 ཌປ┬と文⛉┬は、⏬期的᪂⸆の開発をಁ進し、ᝈ者に対し㎿㏿に᪂⸆を提供していくために、平成

15年 4᭶に「全ᅜ἞験活性໬ 3࢝年ィ⏬」2）を策定し、᥎進を行ってきた。これにより、ᅜෆの἞験ᒆ

出数が増加傾向に㌿じるなど、἞験の実施య制はᨵၿし、᪥本で実施されるయ制が整ഛされつつあった

が、ࢥストやスࣆーࢻ、質において解Ỵすべきㄢ㢟があったことから、平成 19 年 3 ᭶に「᪂たな἞験

活性໬ 5 ࢝年ィ⏬」3）が策定された。この 5 ࢝年ィ⏬が平成 23 年度ᮎに⤊஢することにకい、平成 24

年度からのయ制を検討し、今後のྲྀり⤌ࡳを一ᒙᙉ໬すべき点について、平成 23年 3 ᭶に「⮫ᗋ研究࣭

἞験活性໬ 5࢝年ィ⏬ 2012」4）が策定された。この┠ᶆには、᪥本のᅜẸに་⒪上必要な་⸆ရ࣭་⒪

ᶵჾを㎿㏿にᒆける、᪥本発のࢩーࢬによるイࣀベーࣙࢩンの進展および実用໬につなࡆるなどがᥖࡆ

図 2 URA室のᴗົෆᐜと分ᢸ 
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られている。 

 このィ⏬にᇶ࡙き、ཌປ┬では⮫ᗋ研究࣭἞験活性໬に係る施設整ഛ等として、平成 24年度より「⮫

ᗋ研究୰᰾⑓㝔の整ഛ」5）事ᴗが開ጞされた。これは、᪥本で実施される⮫ᗋ研究の質を、⸆事ᢎ認⏦

ㄳデータとして活用可能な水準まで向上させることを┠的として、᪩期࣭᥈⣴的⮫ᗋヨ験やᕷ㈍後の大

規模⮫ᗋ研究等も含めたᅜ際水準（ICH-GCPやISO 14155㸸2011準ᣐ）の⮫ᗋ研究や་ᖌ୺ᑟ἞験の୰ᚰ

的なᙺ๭をᢸうとともに、他の་⒪ᶵ関に対する支援ᶵ能も有する⑓㝔を整ഛするものである。 

一方、文⛉┬では、平成 24 年度より「ᶫΏし研究加㏿ネࢵト࣡ーࢡプࣟࢢラ࣒」6）が開ጞされた。

これは、大学等発の有ᮃなᇶ♏研究成果の⮫ᗋ研究࣭἞験へのᶫΏしを加㏿するため、これまで整ഛし

てきたᶫΏし研究支援ᣐ点のࢩーࢬ⫱成能ຊをᙉ໬し、ᜏஂ的なᶫΏし研究支援ᣐ点の確❧を┠ᣦすも

のである。今年度は、さらに᪂たなᣐ点を㏣加するබເであった。いずれのබເ事ᴗにおいても、ࢩー

の┠利き、実用໬に向けた研究ᡓ␎のᵓ⠏など、研究者や་ᖌなどᚑ᮶の࣓ンバーだけではなく、௻ࢬ

ᴗ側の視点が必要となる。また᥇ᢥ後のプࣟࢡ࢙ࢪト㐠Ⴀについては、ᑦ᭦のことである。 

 

 そこで、URA 室ライフ࣭イࣀベーࣙࢩンᢸ当 URA がこれら研究㈝の⋓得支援に参⏬した。ライフ࣭イ

࢔ࢽࢩンᢸ当ࣙࢩベーࣀ URAおよび URAを࣓ディ࢝ࣝࣜサーࢽ࣑ࢻ࢔࣭ࢳストࣞーター（medURA）と࿧

medURA。ࡪ は、〇⸆௻ᴗにて研究開発、⮫ᗋ開発、プࣟࢡ࢙ࢪトマネーࣕࢪー、知㈈࣭ዎ⣙ᴗົなど、

加えて大学において TR᥎進ᴗົの経験を持つ。 

Pre-award では、調ᰝ࣭分析を含めた研究ᡓ␎の提᱌、プࣟࢡ࢙ࢪトࢳー࣒のᙧ成、行ᨻ࣭௻ᴗを含

めたネࢵト࣡ーࢡのᙧ成、⏦ㄳ᭩のస成、ࣜ࢔ࣄンࢢᑂᰝの対策などを支援し、᥇ᢥ後（post-award）

には、ேᮦの㞠用、ண⟬分㓄、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、知的㈈産ᶒの確ಖ、ᢏ術⛣㌿などを支援して

いる。いずれも medURA が産学ᐁ連携᥎進本㒊࣓ンバーなどと་⒪࣭バイ࢜ࢳー࣒をసり、プࣟࢡ࢙ࢪ

ト支援の一㈏య制をᵓ⠏している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大ᆺ࣭㛗期の➇த的㈨金を⋓得するにあたり、᪤にある名ྂᒇ大学関連⑓㝔間ネࢵト࣡ーࢡに加え、

୰㒊ඛ➃་⒪開発෇⎔ࢥンࢯー࣒࢔ࢩ（C-CAM）や୰㒊་⒪関連௻ᴗ࣭行ᨻ間ネࢵト࣡ーࢡを❧ち上ࡆ

た（図 3）。 

 C-CAM は、平成 24 年 4᭶に୰㒊 7大学（ឡ知་⛉大学、金ἑ大学、ᒱ㜧大学、名ྂᒇᕷ❧大学、名ྂ

ᒇ大学、⸨⏣ಖ೺⾨生大学、୕重大学）および㛗ᑑ་⒪研究ࢭンターにおいて、࢝࢔デ࣑ࢩ࢔ーࢬをඹ

同開発することを┠的とし、༠定を結ࢇだ。medURAは、名ྂᒇ大学་学㒊㝃ᒓ⑓㝔ඛ➃་⒪࣭⮫ᗋ研究

支援ࢭンターとともに、大学࣭⑓㝔や研究ࢭンターのゼၥ、研究者や実ົ者との఍㆟、研究ࢩーࢬの཰

図 3 産学ᐁからなるプࣟࢡ࢙ࢪト㐠Ⴀయ制 
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㞟、ࢩーࢬホ౯఍㆟、ண⟬分㓄、知㈈管理支援、プࣟࢡ࢙ࢪトࢳー࣒のᙧ成、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、

ᢏ術⛣㌿ඛの⤂௓、බເ⏦ㄳなどの研究ᡓ␎ᵓ⠏活動を行っている。C-CAM にてඃඛ的に開発を進める

プࣟࢡ࢙ࢪト 16件を᥇ᢥし、㐠用య制をᵓ⠏している。 

୰㒊་⒪関連௻ᴗ࣭行ᨻ間ネࢵト࣡ーࢡは、୰㒊ᆅᇦの་⒪関連௻ᴗ、୰㒊経῭産ᴗᒁ、୰㒊経῭連

合఍、名ྂᒇၟᕤ఍㆟所、ឡ知┴་⒪ᶵჾᕤᴗ఍などがそれࡒれ❧ち上ࡆたネࢵト࣡ーࢡからなり、୰

㒊་⒪産ᴗ໬ネࢵト࣡ーࢡ、᪂࣊ࣝス࢔ࢣ産ᴗフォーラ࣒、࣓ディ࢝ࣝデバイス産ᴗ᣺⯆༠㆟఍などが

ある。medURAは、名ྂᒇ大学་学㒊および㝃ᒓ⑓㝔の研究者、་ᖌなどとともに、研究者や実ົ者との

఍㆟、研究ࢩーࢬの⤂௓およびࢩーࢬの཰㞟、ඹ同研究やබເ⏦ㄳの提᱌、知㈈管理支援、プࣟࢡ࢙ࢪ

トࢳー࣒のᙧ成、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、࣑ࢭナー࣭展示఍の開ദなどの研究ᡓ␎ᵓ⠏活動を行って

いる。௻ᴗがもつ研究ࢩーࢬを⮫ᗋの場へ、また࢝࢔デ࣑࢔の持つ研究ࢩーࢬを௻ᴗへとᶫΏしを行っ

ている。これらネࢵト࣡ーࢡを通して、ඃඛ的に開発を進める㠉᪂ᆺおよびᨵⰋᆺࢩーࢬ 20 件を᥇ᢥ

し、㐠用య制をᵓ⠏している。また 12᭶ 4᪥には、JST、୰㒊経産ᒁとのඹദによる୰㒊ᆅ༊་⒪࣭バ

イ࢜⣔ࢩーࢬ発表఍を開ദするண定である。 

 事前のᣐ点ᙧ成により、ཌປ┬「⮫ᗋ研究୰᰾⑓㝔の整ഛ」事ᴗおよび文⛉┬「ᶫΏし研究加㏿ネࢵ

ト࣡ーࢡプࣟࢢラ࣒」ᶫΏし研究支援ᣐ点に᥇ᢥされ、大ᆺ࣭㛗期の➇த的㈨金の⋓得に成ຌした。こ

の㈨金をඖに、⮫ᗋ研究支援య制をよりᙉᅛなものとし、ࢩーࢬ཰㞟および研究開発࣭ ⮫ᗋ開発を行い、

㏵ษれのないࣃイプラインをᙧ成する。また開発事౛の㞟積により、ᶆ準໬࣭ᙧᘧ໬を行い、研究開発࣭

⮫ᗋ開発ᣐ点としてのᶵ能を確ᅛたるものとする。これら一連の研究開発࣭⮫ᗋ開発支援を medURA が

ᢸう。これは、⮫ᗋ研究࣭἞験活性໬ィ⏬にも合⮴しており、「Ṛの㇂」ඞ᭹へもつながることが期ᚅ

される。 

 

 

まとめ 

 名ྂᒇ大学 URA室は、平成 24 年 2 ᭶ 1᪥に発㊊し、URA 10名のయ制で᪤Ꮡ⤌⧊と連携し、研究㈝の

⋓得支援、研究成果の発ಙ、法的࣭೔理的支援などのᴗົを行ってきた。研究㈝の⋓得支援においては、

᪤に結果が出ጞめており、medURA の活動では⣙ 41 ൨෇の㈨金を⋓得した（9 ᭶ 17 ᪥⌧ᅾ）。それによ

り、当初は研究㈝の⋓得までの支援だったものが、プࣟࢡ࢙ࢪトの進ᤖ管理、知㈈管理、ᢏ術⛣㌿など

と᥇ᢥ後にまで支援ෆᐜがᗈがり、産学連携᥎進本㒊࣓ンバーなどからなる་⒪࣭バイ࢜ࢳー࣒として

研究支援を⥅続している。加えて、プࣟࢡ࢙ࢪトマネーࣕࢪーとして、ྛ プࣟࢡ࢙ࢪトを⤫ᣓしている。 

 今後は、活動ෆᐜをᗈࡆ、ᨻ策動向の調ᰝ࣭分析、大学の研究開発ຊの調ᰝ࣭分析、さらにはᨻ策提

ゝなど名ྂᒇ大学の研究ᡓ␎ᵓ⠏を支援していくとともに、medURAの⫱成や定╔໬に向けた活動も行っ

ていく。 
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